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きいて・めもして・こたえよう 小1　No.07

ほけんの　せんせいの　はなし（てあらい）

なまえ

きくめあて 「いつ　あらうか」「どう　あらうか」を　ききとりまし

ょう。

いつ　あらう（３つ）

なにを　つかう

ていねいに　あらう　ところ
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ほけんの　せんせいの　はなし（てあらい） 小1　No.07｜先生の話｜先生用（放送のすすめ方・放送文・めものれい・こたえ）

すすめ方

① 中央の点線で山折りにして、「めも」の面だけを表にする（問題を先に見せない）。
② この放送文を先生が読む（または用意した音声を流す）。読む回数：2回。聞きながらメモを

取らせる。

③ 放送が終わったらプリントを開き、メモを見ながら問題に答えさせる。

放送文

ほけんしつの　せんせいから、てあらいの　はなしを　します。

てを　あらうのは、がっこうに　きた　とき、トイレの　あと、きゅうしょくの　まえ

の　３つの　ときです。

あらう　ときは、せっけんを　つかって、ゆびの　あいだも　ていねいに　あらいま

す。

かぜを　ひかないように、みんなで　がんばりましょう。

めものれい

きたとき・トイレのあと・きゅうしょくのまえ

せっけん

ゆびの　あいだも

こたえと かいせつ

（1）ウ（ねる　まえ）

はなしに　でて　きたのは「がっこうに　きた　とき・トイレの　あと・きゅ

うしょくの　まえ」の　３つでした。

（2）せっけん

「せっけんを　つかって」の　ところです。

（3）ア

「ゆびの　あいだも　ていねいに　あらいます」と　いって　いました。
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